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もりのにぎわい通信  
 

20１１年 4月 30日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2011 年 4月 30日（土）9：00～15：00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 11～21℃ 湿度 55％ 風向風速 南西 10ｍ 

参加者：参加者 22 人：子供人 8 人、大人 14 人（小山町･土地改良区 0 人含） 

 

■ 活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9:30 南斜面にクロマツ 50本植林開始｡ 

9:45 受付 

10:15 集合、黙祷  

   クロマツの植林、クズの除去、苗床の草取り、椎茸の榾木の組み替え 

11:10 休憩 

    山菜採り、てんぷらの準備  

12:00 昼食 

 

13：00 会議 グリーンウェイブ植樹祭と荒地の開拓プチ体験についての打合せ  

 

14：30 後片付け、集合写真撮影 

15：00 解散  

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 活動報告 

先月 3 月 26 日（土）予定していた定例活動は、東日本大震災の甚大な被害もあり自粛（中止）、

二ヶ月ぶりの活動となりました。当会も会員にカンパを募り、3 月 30 日昭和の森ユースホステルに

福島県より一時避難された 50 人近くの皆さんを慰問し生活用品等をお渡してきました。皆さん、大

変なご苦労を抱えた状態でした。現在は、別の所に移られたとのことです。  

ゴールデンウィーク 2 日目の今日は、新緑に囲まれた中での再開です。土地改良区や小山町の皆さ

んは、田植えの繁忙期のため参加されませんでしたが、3 月 11 日（金）東日本大震災の被災地に向け

て参加者全員で 1 分間の黙祷を捧げてから作業に取りかかりました。 

作業は、南側斜面にクロマツ 50 本を植えるグループと久しぶりに参加された、松岡さん、石崎さ

ん親子、他でクズの根っこ掘り、母子参加のグループは千の苗の草取りです。スコップに鎌、トンビ

鍬もフル活用。無事に 1 年を迎えたコナラの銀色の新芽がなんとも愛おしく思えました。苗床がきれ

いになったところで、お腹すいた！の声もチラホラ聞こえ休憩に。 

次回予定しているグリーンウェイブ記念植樹祭の植林会場となる北側斜面林は､昨年の秋、切り倒
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した杉 7 本の後片付けが残っていましたが､ 井内林業様へ無料で引きとって頂き､整理が出来ました｡ 

木を切り倒し明るくなった為に椎茸が乾燥してきたので､石谷理事長に椎茸のほだ木の組み替えを 

してもらいました｡太いほだ木はムカデ伏せ、細いほだ木はよろい伏せと、その形に似せた呼び方が

あるそうです｡ 

のどを潤した後は、石谷さんの案内でお昼のてんぷらの材料となる山菜採りをお願いして、野外で

のてんぷらの準備に取りかかりました。山菜採りは希望者で斜面林の際を散策し、山菜と呼ばれる植

物を見つけました。地面からは山ウドが生えていました。枯れた前年の茎を見つけると探しやすいと

いう説明を受けました。とげのあるハリギリの若葉を摘み、ワラビの若い茎葉を採り、おまけとして

マツの新梢を摘みました。これはほのかにマツの香りがしておいしいそうです。 

てんぷらでは、予め用意されたサツマイモ、タケノコ、ワラビ、ヤマウド、新タマネギ、エシャレ

ットを次々に揚げていきました。それに加え、採れたてのマツの新梢とハリギリ、ヨモギ､シイタケ

が加わり春の味覚が溢れました。マツの新芽のお味は、初めて飲むお薬のようだとか、すっぱいと

か・・・、いろいろな感想が聞かれました。穏やかだった風は、てんぷらを揚げ始めてから徐々に強

くなりガスの炎も負けそうなくらい。みんなにガードしてもらい何とか揚げきりました。春の森の恵

みを全員で満喫しました｡ 

午後からの会議は、強風と砂嵐のためビニールハウスの中に避難して行なわれました。内容は、次

回予定しているグリーンウェイブ植樹祭と森の散策についてと 6 月から予定されている荒地の開拓プ

チ体験についての打合せでした｡ 

しかし、強風が吹くと巨大な砂場と化しているのを痛感、改めて早く緑化していきたいとの思いを

いっそう強く持ちました。 

                               （記録 星野 静枝） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ 森もりあそび隊 

◎池あそび：天ぷらでのお昼のあと、数人の子どもたちは観察セットを持参で池のまわりへ。池で元気

にそだっているめだかやどじょうなどなどいろんな生き物を観察していました。そのうち子ど

もの U 隊長が夏の日差しよけを置くために池にわたしていた太い竹を綱渡り。サーカスの団員

になれそうなくらい上手にわたる隊長のあとをちびっ子も続きます。失敗すると池にドボンで

ハラハラドキドキ♪大笑いしながらずぶぬれのちびっ子でした。少し暖かくなると夏じゃなくて

も水遊びをしてしまう子どもたちでした。毎度のことながら池の生き物たちごめんなさい。 

◎秘密基地の一日：暖かくなったこともあり、へびなどが住み着いていないか確認してからの基地作り

でした。あとからへびはでてこなかった？と確認すると”大丈夫！小さな穴がいくつかあったか

ら全部埋めておいた！”とのこと・・・へびか、かえるが冬眠していたあとなのでしょうか。 

   秘密基地の近くにはキジが二羽遊びにきていて子どもたちは追いかけてみたけど逃げられてしま

った様子。そのとき秘密基地の近くにいたお父さんの格好が赤い帽子に濃いｸﾞﾚｰの服で子ども

に大きなキジみだいだといわれ大笑いしていたとのこと。たしかに・・              

基地の拡張工事はさらにすすみ、帰り際に見に行くと畑のように基地の一部に均等に草が埋め

られていました。これは何？と確認するとみんなで相談して植物園をつくったとのこと。 

   あんなに緑に囲まれている秘密基地なのに・・子どもの発想はやっぱり面白いな～と思う場面で

した。 

                                 （記録 和田 みさ子） 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回は「グリーンウェイブ記念植樹祭と森の散策」、5月 28日（土）雨天時 5月 29日（日）です。 

昨年に引き続き､今年は小学生の皆さんと一緒に育てて来た苗の植林と平和のシンボル被爆アオギリ 

二世の並木造りで「グリーンウェイブ運動」に参加したいと考えます｡ 

国際生物多様性の日の現地時間 10:00 に一斉に植林を行なうことにより､グリーンウェイブという地 

球を一周する緑の波を造り出します｡日本中､世界中の方々と共に国際森林年をお祝いしましょう｡ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

  

集合写真 

 

 

  

苗床の草取り                 クズの根っこ掘り 
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 クズの生命力はすごい！              手ごわいクズの除去 

     

 

 

秘密基地の植物園 
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マツの新梢摘み        ハリギリの若葉摘み        新緑に囲まれて 

  

山菜のてんぷらで昼食 

 
池の周りで作った二つのケーキ 
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サツマイモのてんぷらは定番人気 


